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説

1、 調査 に至る経緯

田野町は宮崎市の西方約20kmの地点を中心とする田野盆地と、周囲を取り囲む鰐塚山系をはじめと

する山地及びその麓に形成された扇状地や河岸段丘などからなり、 1市 (宮崎市)と 5町 (清武町、

高岡町、山之口町、三股町、北郷町)と接している。これまでの主産業は、大根や葉煙草などの農業

に依存していたが、近年では工業団地の整備や専門学校の誘致、宅地開発などにより、次第に変化・

発展しつつある。しかしその一方では農業基盤整備や各種の開発事業に伴う埋蔵文化財の保存が大き

な問題となっており、町教育委員会でも調整や調査体制の整備・充実を図ってきた。しかし、これら

を含めた開発事業との調整は困難を極め、遺跡の大部分は記録保存の対象となり消滅しているのが現

状である。

平成11年度は県営農地保全整備事業元野地区が実施されることとなり、事業地内に県文化課が分布

を確認するため試掘調査を行ったところ、部分的に縄文時代早期の遺構・遺物が分布することが明ら

かになった。平成12年 6月 28日 に中部農林振興局、県文化課、町農業整備課、町教育委員会の四者で

協議を行い、設計施工上やむを得ず消滅を免れない部分について発掘調査による記録保存を実施する

こととなり、平成12年 8月 28日付けで契約を締結、29日 より現地の調査に着手した。

調査は、田野町内の皆様のご協力を得ながら翌年 1月 25日 に終了した。同遺跡の調査面積は約7,500

rに至った。

2、 遺跡の立地 と歴史的環境

黒草第 2遺跡 (2009)は、標高190m台の台地上、北側へのびる鰐塚山系の丘陵先端部に位置し、

南側から北側にかけて傾斜する地形をなしている。鰐塚渓谷を源流とする山下川など清武川の支流に

あたる小河川に挟まれた微高地の周辺一帯では、上流河川の氾濫により形成された礫の堆積層が散見

できる。

このような豊富な水源を有する本遺跡の周辺では縄文時代早期、後期の土器が出上した黒草第 1遺

跡 (2008)、 黒草第 3遺跡 (2007)、 縄文時代後期、晩期の遺構、遺物が出土した本野原遺跡 (2006)、

縄文時代前期から後期の遺物ならびに弥生時代中期末葉から後期の竪穴式住居群が検出された本野遺

跡 (2005)、 縄文時代晩期と推測される掘立柱建物群および、本野遺跡と同時期の弥生時代中期末葉

から後期の竪穴式住居を検出した高野原遺跡 (2004)な どの遺跡が点在する。

黒草第 2遺跡はこうした周辺遺跡と比較してみると、河川と河川の中間域に立地する。その為、豊

富な湧水帯ではあるが、一方で近年に至るまでも湧水域の移動があったようで、恒常的水資源は河川

に頼らざるを得なかったと推測される。本遺跡は水資源の確保という観点にのみ限るなら、不利な環

境に位置していると言える。
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第 1図 町内主要遺跡分布図 (1:50′ 000)

第 2図 調査地区設定図
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調査の結果

1、 調査 の概要

調査は対象地区を便宜的にA地区、 B地区、 C地区に設定して行った。調査区は傾斜面に位置し、

調査区内でも複雑な起伏を形成 している為、部分的に耕作による削平を受けていた。

表上についで赤ホヤ火山灰の堆積層も機械による掘削を行った後、人力による遺物包含層の掘削を行っ

た結果、各地区から縄文時代早期の遺構、遺物が検出された。

調査で確認された層序は以下の通りである。

第 二層 :耕作土による攪乱層 (10YR3/1)

粒子が粗く、サラサラしている。部分的にⅡ層の粒子が混入する。

第Ⅱ層 :ア カホヤ火山灰層 (10YR7/6)

層は極めて軟質であり、粘性や水分は殆どない。火山ガラスを多く含む。但しⅢ層よりも色調が暗

いため、二次堆積層であると考えられる。

第皿層 :ア カホヤ火山灰層 (10YR8/6)

第Ⅱ層と同じく火山ガラスを多く含む層であるが、■層に比べ固く

締まっており、層中にオレンジ色の軟質粒子や黒色粒子が、それぞれ

少量含まれる。

第Ⅳ層 :黒色ローム層 (10YR3/2)

堅く締まった層。一般では「牛の睡ローム」と呼称される層である。

層中には白色の粒子や、Ⅲ層でも見られたオレンジ色の軟質粒子が中

量認められる。層は粘性に富む。縄文時代早期末の遺物包含層にあた

り、本遺跡からも多くの遺物が出土した。石皿の多くの検出面も、こ

の層中である。

第V層 :暗褐色ローム層 (10YR3/3)

Ⅳ層に比べ軟質の層であり、粘性に富む。Ⅳ層より続く白色粒子が

やや混入する他は目立った混入物はない。縄文時代早期後半の遺物包

含層にあたる。本遺跡の集石遺構の多くが、この層を検出面とする。

第Ⅵ層 :茶褐色ローム層 (2.5Y4/2)

V層に比べ色調が明るくなり、常時水分を多く含む。指頭大の礫が

多く流れ込む。通常縄文時代早期前半の遺物が包含する層であるが、

本遺跡から遺物は殆ど出土されなかった。

第Ⅶ層 :小林降下軽石層 (7.5YR4/4)

非常に堅く締まった層であり、白色、橙色の軟質粒子を中量、ガラ

ス質の粒子を少量含む。

第Ⅷ層 :姶良丹沢火山灰層 (2.5Y7/4)

姶良カルデラの爆発によって飛散した火山灰の堆積層である。水分

を多く含むが、粘性は全くなく、層中には火山ガラスを彩しく含むほ
0           50cmか

、軽石片も少量混入する。

第 3図 基本土層柱状図
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2、 検出遺構

A地区

調査区東側部分の大半は地形の傾斜による攪乱を受けており、西側の一部分において第V層上面よ

り土坑 4基を検出した。

土坑 1 長径1.2m・ 短径0.5mの 楕円形を呈する。上層部は後世の削平を受けており、当初の掘 り込

みは現状より深かったと考えられる。

土坑 2 長辺1.6m・ 短辺約0.4mの 長楕円形を呈し、土器片が出土しているが時期は不明である。覆

土は赤ホヤ火山灰の2次堆積層である。

土坑 3 長辺約0.9m・ 短辺0.4mの長楕円形をなす。覆土中に火山ガラスを多く含み、炭化物 も混入

している。

土坑 4 長径1.2m・ 短径0.3mの 楕円形の土坑である。覆土は火山ガラス、軽石を多く含む。

いずれも40cm前後の深さであり、用途、性格についての詳細は不明である。

B地区

第V層より集石遺構20基を検出したが、うち 9基を中心に概観すると、全体的に配石の状況は小規

模で、掘り込みはごく浅く一段のみで構成されている。散石状をなす例が多いが、その範囲もlm前

後と小規模にとどまる。集石遺構を構成する礫そのものも10cm弱の固体が大半である。集石 4につい

ては近接 して石皿を検出した。

C地区

第V層にて土坑 3基、集石遺構 2基を検出した。

集石遺構については集石 1が掘り込みを伴うが、 2基とも少量の礫により構成されており、小規模

な集石遺構である。

土坑 3 直径0.8m、 深さ約0.6m、 円形の土坑である。

土坑 4 直径 lm、 深さ約0.8mの 円形土坑である。

土坑 5 長辺1.6m、 短辺0.5mの 長方形をなす、深さ0.3mの 上坑である。
いずれの土坑も覆土は赤ホヤ火山灰である。土坑 3、 土坑 4については陥し穴である可能性も否定

できないが、降雨などの浸水により、残存状況が不良である為、断定はできない。

F

I

と
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3、 出土遺物

B地区、C地区を中心に縄文時代早期の土器と石器が約4,000点程出上した。なかでも早期後半の

員殻条痕文を有する土器がその殆どを占め、その他では少量の押型文系土器と塞ノ神式上器、平棒式

土器が出土した。

石器については姫島産と推察され―る淡白色の黒曜石の出土量が多いことが特徴的である。

またB区からはI、 調査区北側を中心に長径30cm前後の石皿が70点近く出土した。

その他、細石ガ核も数点出上しているが、出土遺物にういては本報告にて詳細な検討を加えること

とする。

0           10m

，
　

　

一

第10図 出土遺物実測図
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In Kuroku【逸 きite#2, 22 stone remttns'ShuseLi(man made stone filled areDp earhen

pits and abOut 40,.000 pottery and stone tools were excavatedi WO excavated them undeF

the layeF Of」 Akhhoya 「ヽ。lcanic Ash,

AS a wholeD stone structures were sman and were composed with Small stones(about

10cm). TheFe aren't deep falls inder these Femains. It is not.clear that what ron eaFthen

ptts h his sie had,but sOme migh be used for hunting.These remains‐ are dating from

the later hitЙ l=」otton,Of the pottery,large maiOrity are the pottery impressed by

sh01ls, a salall remainder are the type of Senokan or FhFagakOi JOmOn pottery and a

pottery decoFated With dowol lmprossed patterns.

It is chaFaCtenstic fact that white coloFed ObSidians,which seem to be originally frOm

Hmeshima have a mtto� ty in stone tools,Also matt grmding slれ about 30cn in

diameter were excavated here.

The other findings aFe SmЛi number of microcoFe.

Kurokusa site #2 is located ttl the s19pe and far from rivers,it guesses that this site

were■'t h enviFOnnent which was suitable fbF the rOuine hfe fFOnl these fact.We could

sayぬ誠 this S■e milght be a kind of camp site.

―-10-―
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(1)A地区全景 (南から)

(2)A地区土坑 2完掘状況

一
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Ⅲ(3)A地区土坑 4完掘状況
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(1)B地区全景 (西から)

(2)B地区石皿出土状況 (北から)
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(1)B地区集石遺構 4

検出状況 (西から)

(2)B地区集石遺構 5、 6

検出状況 (南東から)

(3)B地区集石遺構 7

検出状況 (東から)
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(1)C地区集石遺構 2

検出状況 (南から)

(2)C地区土坑 5

完掘状況 (西から)

(3)C地区土坑 3

完掘状況 (西から)
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黒草第 2遺跡出土遺物
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黒草第 2遺跡出土遺物
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